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明
石
支
部

ニ
ュ
ー
ス

投稿歓迎！

☆協会ホームページ・明石支部→ http://www.hhk.jp/sibu/akasi/akasi.htm　もぜひごらんください。

京菓子づくりにワクワク
恒例　第３回�日帰りバスツアー

　

明
石
支
部
は
５
月
29
日
、
恒
例
と
な
っ

た
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー「
初
夏
の
京
都
で
、

『
京
菓
子
』
手
作
り
体
験
！　

世
界
遺
産

清
水
寺
・
二
条
城
も
巡
り
ま
す
」
を
開
催
、

医
師
、
歯
科
医
師
、
ス
タ
ッ
フ
ら
48
人
が

参
加
し
た
。

　

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
が
、

一
行
は
清
水
寺
、
二
条
城
を
満
喫
す
る
と

と
も
に
、
京
菓
子
の
手
作
り
体
験
を
楽
し

ん
だ
。

　

京
菓
子
作
り
は
、
女
性
職
人
が
見
本
を

見
せ
な
が
ら
、
丁
寧
に
手
ほ
ど
き
。
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
ば
え
を
見
比
べ
る

な
ど
楽
し
み
、
色
と
り
ど
り
の
京
菓
子
を

お
土
産
に
持
ち
帰
っ
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
京
菓
子
作

り
は
簡
単
に
思
え
た
け
れ
ど
、
形
を
整
え

る
の
が
難
し
か
っ
た
」「
二
条
城
は
庭
が

素
敵
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

手作りのお菓子を手に記念撮影（上）、湯豆腐に舌鼓（下）

危
険
な
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」

県
協
会
第
79
回
評
議
員
会

　

協
会
は
５
月
16
日
に
協
会
会
議
室

で
、
第
79
回
評
議
員
会
を
開
催
。
明

石
支
部
か
ら
も
、
評
議
員
や
理
事
ら

６
人
が
参
加
し
た
。記
念
講
演
で
は
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
・
Ｐ
Ｍ

Ｓ
（
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
・
メ
デ
ィ

カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
）
総
院
長
の
中
村

哲
医
師
が
「
ア
フ
ガ
ン
の
大
地
か
ら

観
る
明
日
の
世
界
と
日
本
」
を
テ
ー

マ
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
や
、
飲
料
・
灌
漑
の
た
め
の
井

戸
・
用
水
路
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
語
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
６
月
19
日
に
行
わ

れ
る
第43

回
総

会
に
提
出
す
る

２
０
１
０
年
度
会

務
報
告
と
11
年
度

活
動
方
針
・
予
算

案
、
新
役
員
案
を

承
認
。
質
疑
応
答
・

討
論
で
は
、
支
部

か
ら
西
山
裕
康

副
支
部
長
が
評
議

員
と
し
て
発
言
し

た
。
発
言
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
。

　　

政
府
の
大
き
な
役
割
は
、
国
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
事
だ
が
、
今
回

の
震
災
で
は
そ
れ
が
も
ろ
く
も
崩
れ

去
っ
た
。

　
も
う
一
つ
の
大
き
な
役
割
は
、
公

平
性
の
観
点
か
ら
「
市
場
原
理
」
を

是
正
し
、「
垂
直
的
再
分
配
」
を
行

う
と
い
う
役
割
だ
。
現
在
政
府
は
こ

の
点
か
ら
過
ち
を
重
ね
よ
う
と
し
て

い
る
。

　「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」

は
、「
震
災
復
興
」
を
て
こ
に
社
会

保
障
の
抑
制
を
加
速
し
、
継
続
し
た

い
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
弱
者
か
ら
弱

者
へ
の「
水
平
的
再
分
配
」だ
。医
療
・

介
護
の
分
野
で
も
、
保
険
免
責
制
や

自
己
負
担
増
加
な
ど
社
会
保
障
の
後

退
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
所
得
の
「
垂
直
的
再
分
配
」
を
行

う
た
め
に
は
、「
取
り
や
す
い
と
こ

ろ
は
ど
こ
な
の
か
」
で
は
な
く
、
今

持
て
る
者
は
誰
な
の
か
、
困
っ
て
い

る
人
は
誰
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
を
基
本
と
し
た
社
会
保
障
の
充

実
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
消
費
低
下
を
中
心
に
景
気
が
低
迷

し
、
格
差
が
増
大
し
て
い
る
今
、
消

費
税
増
税
は
日
本
経
済
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
、
そ
の
つ
け
は
必
ず
弱
者

に
回
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。「
全
国
民

的
な
支
援
と
負
担
」
と
言
う
甘
言
に

乗
せ
ら
れ
、
最
も
政
治
的
に
困
難
で

あ
っ
た
消
費
税
増
税
を
、
震
災
の
ど

さ
く
さ
紛
れ
に
実
行
す
る
な
ど
と
い

う
姑
息
な
手
法
を
許
し
て
は
い
け
な

い
。

発言する西山裕康副支部長
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電子化で強化される審査に注意を
会員懇談会 「保険医の審査 ・指導監査対策」

　

明
石
支
部
は
６
月
11
日
、
会
員
懇
談
会

「
保
険
医
の
た
め
の
審
査
、
指
導
・
監
査

対
策
―
日
常
診
療
で
の
留
意
点
―
を
開
催

し
た
。
講
師
は
、
副
支
部
長
で
、
県
協
会

の
審
査
対
策
部
副
部
長
も
務
め
る
西
山
裕

康
先
生
。
医
師
ら
12
人
が
参
加
し
た
。

　

西
山
先
生
は
、
審
査
の
現
状
と
対
策
と

し
て
、
実
際
の
審
査
が
ど
の
よ
う
に
し
て

行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
協
会
に
集
ま
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
元
に
解
説
し
た
上

で
、「
納
得
で
き
な
い
査
定
減
点
を
受
け

た
場
合
に
重
要
な
こ
と
は
、
自
ら
の
主
張

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
「
審
査
録
」
に

記
載
さ
せ
て
お
く
こ
と
。そ
の
た
め
に
は
、

再
審
査
請
求
を
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
し
た
。
さ
ら
に
再
審
査
請
求
の
意
義
と

し
て
、「
主
治
医
の
裁
量
権
の
擁
護
」「
患

者
の
受
療
権
の
擁
護
」「
審
査
の
改
善
」

「
医
師
の
社
会
的
信
用
の
確
立
」
の
４
点

を
挙
げ
、
原
審
査
及
び
再
審
査
の
減
点
が

基
金
と
国
保
を
あ
わ
せ
て
７
０
０
億
円
あ

る
こ
と
を
、
マ
ス
コ
ミ
が
ひ
と
く
く
り
に

「
過
剰
診
療
」「
不
正
請
求
」
な
ど
と
報
じ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
電

子
レ
セ
プ
ト
に
対
応

し
て
、
審
査
支
払
い

体
制
が
さ
ら
に
強

化
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。

最
後
に
、
日
常
診

療
で
の
留
意
点
と

し
て
、
カ
ル
テ
の

記
載
を
正
確
・
克

明
に
行
う
こ
と
や

診
療
内
容
に
つ
い

て
、
投
薬
に
お
け

る
適
用
・
用
法
に

注
意
す
る
こ
と
な

ど
を
参
加
者
に
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

保険医年金
● 月　払 : １口１万円～　　　（通算３０口まで）

● 一時払 : １口５０万円～　（毎回４０口まで )

医師・歯科医師の老後設計に
最適です

・急な出費にも１口単位で解約可能

・払込が困難なときは掛金中断、余　

　裕ができたら掛金再開

万一のためのコストは安さが魅力です！

グループ保険
■ 団体保険だから断然安い保険料　　　
■ 毎年高配当を継続

　　　２０１０年度配当は４２％、２００９年度は５０％
■ 最高５０００万円の高額保障
■ 配偶者１０００万円のセット加入あり
■ ライフプランに合わせていつでも増額･減額可
■ 医師による診査はありません
■ 最長７５歳まで保障

預貯金等の満期になった資金は 「一時払」 を
ご利用ください。

自在性が
魅力！

６月２５日締切

春の共済制度普及 ６月２５日締切です！お問合せは　 ０７８-３９３-１８０５まで

（団体定期生命保険）

熱心に講演を聴く参加者ら


